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チャターボットは人間とチャットするプログラムである0従来は人工知能研究の一環として、TuringTestにパス  

することを目的として研究されてきた0しかし最近では、e－COmmerCeの分野で、人間の代わりにWeb上で情報提供  

するロボットとして利用され始めている。本研究では、研究室案内をするチャターボットを作成し、「チャターボッ  

トは情報提供に有効か？」「どのようなチャターボットが効率良く情報提供できるか？」の2点を実験により調査し  

た。反数以上の被験者が、Webページやサーチエンジンよりチャターボットを好んだ。また、チャターボットを複数  

にしたり、積極的に案内をすることで、情報提供の効率が増した。  
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1 はじめに  

従来チャターボットは人工知能研究の一乗であり、い  

かに人間に近い振舞いをするポットを作るかということ  

が重要視されてきた。しかし最近では、チャターボット  

はe－COmmerCeの分野で、人間の代わりにWeb上で情  

報提供するロボットとして利用され始めている。だが、  

そうした情報提供ツールとしてのチャターボットに関す  

る研究はこれまでのところなされていない。   

本研究では、実際に研究室案内をするチャターボット  

を作成し、  

（A）チャターボットは情報提供に有効か？  

（B）どのようなチャターボットが効率良く情報擾供で  

きるか？   

という二つの点を実験により調査する。   

2 情報提供チャターボット   

2．1 情報提供と効率  

人間の代わりにシステムを使う情報提供において、ユー  

ザーの目的は価値ある情報の収集である。情報提琴者の  

目的は専門分野の紹介である。   

ユーザーにとって、情報は次の3種類にわかれる。  

（a）知りたいこと  

（b）ごみ  

（c）予想していなかった面白い情報   

ユーザーの目的は、（a＋c）を大きくすることであり、  

その際bは小さいほど良い。   

本研究では、次の二つを情報提供の効率として定義す  

る。  

効率1ユーザーがシステムを使ってくれること（＝ユー  

ザーからの入力の数）  

効率2価値ある情報が多いこと＝（a＋b）／（a＋b＋c）   

2．2 現在の情報提供チャターボットの不満点  

現在Web上で使われている情報提供チャターボット  

は、ユーザーの質問に答えるだけで、受身である。積極  

的に案内することで、情報提供はもっと効率良く【できる。  

また、チャターボットは一人しか存在せず、チャットの  

面白みがあまりない。面白いチャターボットのほうが、  

ユーザーの利用頻度も高くなり、情報提供者にとってよ  

り効率の良い情報提供が可能になる。  

2．3 必要と思われる機能  

本研究では、チャターボットに効率良く情報提供させ  

るため、以下の工夫を施した。  

α ヒットした話題以外に、もし関連のある話題があれ  

ばそれについて案内する。  
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β わからない入力が来たら、とりあえずごまかしてか  

ら、自分の知っている他の話題に振る。  

γ複数ユーザvs複数ポットのチャットが可能。   

3 チャターボットの構成   

3．1 おおよその動き   

（B）どのようなチャターボットが効率良く情報提供で  

きるか？  

これを調べるため、次の3つのチャターボットを被  

験者に使ってもらった。被験者には、「どういう順  

序でもいいので、3つをすべて使ってみて下さい。  

まずいろいろ試して、気に入ったものを使ってもら  

うというのでも結構です。」と説明した。   

エ夫なしポット（2．3節）で述べた性質を持たないチャ  

ターボット。  

積極的ポット性質α、βを持つチャターボット  

複数ポット性質α、β、γを持つチャターボット  

その際、以下の項目を調べた。  

●ユーザーが使ってくれるか（入力の数）  

・価値ある情報の割合＝（a＋c）／（a＋b＋c）  

●アンケート（どれがいいか。なぜか。）   

b（ごみ情報）は、すべてのポットの出力から、被験  

者に選んでもらった。   

4．2 結果  

（A）に関しては、アンケート中の、「サーチエンジン、  

ホームページ、チャターボットはどれが良かったですか」  

という質問に対し、10人中6人が、チャターボットが  

良いと答えた。その主な理由は、「面白い」、「対話性  

がある」であった。また、サーチエンジンを選んだ人は  

1人、ホームページを選んだ人は3人であった。  

チャターボット＊はチャットページにユーザーから日  

本語の文章が入力されると、まずその文の形態素解析を  

行なう。次に、形態素からキーワードを探しだし、それ  

をもとに用意しているすべての話居の確率を計算する。  

そしてもっとも確率の高いものを現在の話題とする。ま  

た、平叙文、yeS／no疑問文、Wh疑問文などの文型の区  

別も行なう。最後に、話題と文型にマッチするスクリプ  

トを出力としてチャットページに書き出す。例えば「ワー  

ド先生の出身はどこ？」という入力では、キーワードは  

（ワード先生、出身）であり、それから（ワード先生の出  

身）という話題が推定される。また文型は（wbere）とな  

る。そして（ワード先生の出身、Wbere）に対応するスク  

リプト「イギリス生まれのアメリカ人だって。」が返さ  

れる。   

3．2 スクリプト  

チャターボットが認識する全キーワード数は、約390  

語。全話題数は、■約160。全スクリプト数は、約780。   

4 情報提供チャターボットの評価実験  

10人の被験者を使って、チャターボットの評価実験を  

行なった。   

4．1 評価方法   

（A）チャターボットは情報提供に有効か？  

被験者に、チャターボットの全スクリプトから全文  

検索するサーチエンジンと、研究室のホームページ  

を使ってもらい、それをチャターボットと比較する  

アンケートをとって調べた。  

（B）の結果は以下の浄り。（10人の被験者の平均鱒  

入力数  価値ある情報の割合   

工夫なしボヅト  18．9  60．畠％   

積極的ポット  1 76．7％   

複数ポット   27．1   75．2％  

チャターボットを複数にすると面白いので使ってくれ  

た。また、αとβの性質より、C（予想してなかった面白  

い情報）が増えたため、価値ある情報の割合も上がって  

いる。また、アンケートでは6割の人が複数ポットがい  

いと答えた。その主な理由は、「本当のチヤ 

「たのしい」であった。   

5 今後の課施  

会話が一つの話題に深くなっていくと，チャターボッ  

トは何度も同じことをいってしまうことが多かった。一  

つずつの話題について、もっとスクリプトを増やした方  

が良い。また、複数ポットでは、全体的にチャターボッ  

トの発言が多すぎた。チャターボット同士の連係をうま  

くやることも必要である。  ＊www．sanpO．t．u－tOkyo．ac．jp／毛atsuya／cgi－bin／study／chat3／  
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